




Transition of Symptoms about Uneasiness of Junior College Students



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が50% と， 6 項目で愁訴が 5 割を超えていた。
2012年では「疲れやすいほうである」が63%，「お
腹の具合が悪くなることが時々ある」が61%，「頭
が痛くなることが時々ある」 が53% と， 3 項目
で愁訴が 5 割を超えていた。
　このように，愁訴が 5 割を超えていた項目は，












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 項目で愁訴が 1 割以下であった。
　このように，愁訴が 1 割以下の項目は，1982年

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































超えていた項目の数は，1982年～1992年は 6 ～ 7
項目で推移したが，1997年には 4 項目にまで減少
した。ところが2002年には12項目へと急増した。
しかし2007年には 6 項目，2012年には 5 項目と大
幅に減少した。⑷愁訴が 1 割に満たなかった項目
の数は，1982年にはわずか 1 項目であったが，
1987年が 6 項目，1992年が 7 項目，1997年が 9 項
目と年とともに増える傾向にあったが，2002年に













































































































研究， 山梨学院短期大学保育研究第18号， 1 －
21．（1990）
・澤田孝二：保育科学生の不安傾向と健康生活に関
する研究，保母養成研究年報第 8 号, 12－26．（1991）
・澤田孝二：学生の不安傾向と健康生活に関する研
究，第38回日本学校保健学会講演集，183．（1991）
・澤田孝二：学生の精神保健に関する研究，山梨学
院短期大学研究紀要第19巻，16－24．（1999）
・澤田孝二：学生の精神保健に関する研究⑵，第47
回日本学校保健学会講演集，416－417．（2000）
・澤田孝二：学生の精神保健に関する研究⑶，第50
回日本学校保健学会講演集，198－199．（2003）
